コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:死霊解脱物語聞書.pdf/48

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
の仰せども一〻にかたりつたへ。扨下しつかわされたる御小
袖をきせんとすれば。菊がいわく。あらもつたいなし何
とてか。弘經寺様（ぐきやうじさま）の御小袖を。我等が
手（て）にもふれら
れんといへば。
実（けに）
尤（もつとも）なりとて。後日に是を
打敷（うちしき）にぬい。
法（ほう）

蔵寺（ぞうじ）の
佛殿（ぶつてん）にぞかけたりける。扨
祐天和尚（ゆうてんおしやう）の御ふるぎ
其外人〻よりあたへられたる
着物（きるもの）をも、いろ〳〵
辞退（じたい）せし
がとも。かれこれとぬいなをし。さま〳〵に
方便（はうべん）してこそきせ
たりけれ。さてまた。弘經寺より。下されたる
食物（じきもつ）は申に

及（およ）ばず其外の
食事（しよくじ）をも一
圓（ゑん）にくらわず。たま〳〵少も

食（しよく）せんとすればすなはち
胸（むね）にみちふさがり。あるひは
ひふをそんさす。惣じてこの
灵病（れいびやう）を
受（うけ）し正月始の
比（ころ）より
三月中旬にいたるまて大かた
湯（ゆ）水のたぐひのみにてく
らせしかども。さのみつよくやせおとろへもせざりけれ
ば。人〻是をふしんして問けるに。何とはしらず口中
に
味（あぢはひ）有て。外の
食物（しよくもつ）に
望（のそみ）なしといへば。扨は
極楽（ごくらく）の

飲食（おんじき）を。時〻
食（しよく）するにもやあらんとて。さながら
浄土（じやうど）
より
化來（けらい）せる者かと。あやしみうやまひめぐむ事。かぎ
りなし。


		石佛
開眼（かいげん）之事





同三月十二日
石佛（せきぶつ）すでに出來して
飯沼（いゝぬま）
弘經寺（ぐきやうじ）
客（きやく）

殿（てん）にかきすゆればすなはち
當（たう）
方丈（はうぢやう）
明誉檀通上人（みやうよたんつうしやうにん）
御出有。そのほか寺中のしよけ衆など。おもひ〳〵に
入（にふ）
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